
 

 

 

 

  

 

 昨日、教室で授業を行っている

時、土佐沖で震度６の地震が起き

たと想定して避難訓練を行いま

した。 

緊急地震速報が流れたら、「落

ちてこない、倒れてこない、移動し

てこない（３つのない）」場所を素

早く見つけて、頭を守る体勢を取

ることについて、確認し合いまし

た。どの学年も緊急地震速報が流

れ始めると、口を閉じて素早く机

の下に潜り頭を守る体勢を取る

ことができました。その上に、揺れから頭を守るためには、机の下では「サルのポ

ーズ」（写真）を取ることが大事だということも学びました。 

また、学校北側の山が崩れ

運動場に大量の土砂が流れ込んでくることも想定し、運動場ではなく

玄関前のピロティに一次避難する訓練も行いました。初めてのことで

したが、揺れが収まると、担任の指示をしっかりと聞き、素早くヘル

メットをかぶって、ピロティに整然と整列することができました。 

訓練が終わった後、4年生の一人が校長室にやって来て、「校長先

生、タブレットで地震の避難の仕方を調べていたら、『お・か・し・

も』ではなくて、『お・か・し・も・ち』という合言葉を発見しまし

たよ。」と教えてくれました。避難訓練がきっかけとなり、子どもた

ちの防災への意識が高まっているようです。これを機に、ご家庭でも、

もしもの時の避難場所などを確認しておいてください。 

２０２３ な な さ と 
○な るほど ○な っとく ○さ あ ○と りくむぞ！やって伸びる七里っ子！ 
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今週は、3年生の書いた記事が月・水・金と立て続けに掲載されました。うれしいですね。 

今日紹介する二人は、どちらも家族と一緒に体験したことを題材にしています。家族の一員とし

て一緒に汗を流す体験は、子どもたちの自己有用感（自分のことを誰かの役に立つ存在だなと思え

る気持ち）や主体性を育むと言われています。 

メディアを通じて間接体験をしたり、知識を得たり

することが容易にできるようになった現代ですが、や

はり直接体験に勝るものはないように思います。肥料や

もみの色など、新たな気付きのあった二人の記事を読

んでそんな思いを強めたことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝、可能な限り交通指導に立つようにしていますが、その時間が本当に楽しくて、いつの間にか

私の元気の源になっています。気持ちのいいあいさつとともに、駆け寄ってきて話してくれる内容

に朝からお腹を抱えたり、感心させられたり・・・。 

子どもたちは、誰かに聴いてもらいたい話のネタをいっぱい心に詰めて登校しているように思い

ます。今週聞いた話を少し紹介します。 

「読もっか」に掲載されたよ！ 

5 月 24 日付 

5 月 26 日付 

朝のあいさつと会話に元気と笑いをもらっています！ 

「校長先生、朝、カラスがぼくの腕にう〇ちを落としました。何かちょっと温かくて気持ち悪かった

です。水筒のお茶で洗い流しました。最悪な日や～」 

「校長先生、見て見て、ホタルを持ってきました。こうやって虫かごの中を川みたいにしちょった

ら、死なんき大丈夫ながで！」 

「校長先生、見て見て、カナヘビが３匹になったで！１匹はもうすぐ卵を産むで！お腹が大きくな

っちゅうし、しっぽの所を見たらメスって分かるし！」 

「校長先生、明日はお父さんの誕生日です。と二日前に教えてくれた子に、「お父さんのお祝いし

た？」と聞くと、「ハイ、一緒にテレビを見ました！」と元気に答えてくれました。 

このような話を表情豊かに伝えてくれる子どもたちです。朝から自然と顔がほころびます！ 


